
（ ）住宅防音 事 分

７ 住宅防音工事の内容
（１）住宅防音工事の区分

一挙防音工事１

■初めて行う住宅防音工事です。 居室A■初めて行う住宅防音工事です。

■世帯人員＋１居室までの居室を対象

としています なお ５居室が限度

居室A

居室B 居室Dとしています。なお、５居室が限度
です。

居室B

居室C

居室D

居室E居室C 居室E



追加防音工事２
（例：世帯人員４名→３居室＝５居室 ２居室）

■従前の新規防音工事(※)を実施した住

宅を対象に行う住宅防音工事です。 居室A

（例：世帯人員４名→３居室＝５居室－２居室）

※初めて行う住宅防音工事で、２居
室以内の居室を対象としていたも
のです。 居室D居室B

■世帯人員＋１居室から、新規防音工

事を実施した居室を除いた居室まで 居室E居室C事を実施した居室を除いた居室まで
を対象としています。 なお、５居室
が限度です。

■一挙防音工事及び追加防音工事を実

施した住宅は対象となりません。



防音区画改善工事３

■バリアフリー対応住宅や身体障害

者等が居住する住宅等を対象に行
う住宅防音工事です

居室A
廊下

WC 洗面所
風呂

う住宅防音工事です。

■世帯人員が４人以下の場合は５居

居室B 居室D

室まで、５人以上の場合は世帯人
員＋１居室までの居室を対象とし
ています。

居室C 居室E
玄関

■一挙防音工事又は追加防音工事を

実施した住宅については、各工事実施した住宅については、各工事
が完了 した日から１０年を経過し
た住宅が対象となります。



外郭防音工事４

WC 洗面所
■住宅全体を対象として行う住宅防

音工事です。
廊下

WC
居室A

洗面所
風呂

■８５Ｗ以上の区域に所在する住宅

及び７５Ｗ以上８５Ｗ未満の区域

居室B 居室D 居室F

に所在する初めて住宅防音工事を
行う鉄筋コンクリート造の集合住
宅が対象となります。

居室C 居室E
玄関

居室G

■８５Ｗ以上の区域に所在し、一挙

防音工事又は追加防音工事を実施防音工事又は追加防音工事を実施
した住宅については、各工事が完
了した日から１０年を経過した住
宅が対象となります宅が対象となります。



（２）住宅防音工事の工法



（３）機能復旧工事

空気調和機器の機能復旧工事１

■住宅防音工事により設置した空気調和機器の機能を復旧する工事です。
■住宅防音工事が完了した日から１０年を経過し、その機能の全部又は一部を保持

していない空気調和機器が対象となります。
■補助率は９０％です。（自己負担は１０％となります。）
■ただし 助成を受けられる方が生活保護法 第６条第１項■ただし、助成を受けられる方が生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）第６条第１項

に規定する被保護者の方又は中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後
の自立の支援に関する法律（平成６年法律第３０号）第１４条の規定により支援給付を
受けている方である場合 補助率は１００％となります受けている方である場合、補助率は１００％となります。

住宅防音工事で設置した冷住宅防音工事で設置した冷
暖房機、換気扇、レンジ

フードが対象となります。

※ １回目の復旧工事の進捗を図るため、現時点においては、２回目の復旧工事（再
復旧）の希望届の受付は行っておりません。



防音建具の機能復旧工事２

■住宅防音工事により外部開口部に設置した防音建具の機能を復旧する工
事です。

■住宅防音工事が完了した日から１０年を経過し、その機能の全部又は一
部を保持していない防音建具が対象となります。部を保持していない防音建具が対象となります。

■補助率は１００％です。

※ １回目の復旧工事の進捗を図るため、現時点においては、２回目の復旧工事（再
復旧）の希望届の受付は行っておりません。


